
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本城小学校 学校だより１１月号     

 

 

学校経営ビジョン 

学校教育関係法規に則り、国・県・市の施策をふまえ、家庭や地域とともに特色ある

学校づくりを進めながら、「学力向上」や「児童一人一人を大切にする教育の推進」を通

して、子どもたちが生き生きと活躍できる本城小学校をめざす。 

令和７年度のスローガン 
「ふるさと本城を愛し、一人一人が自分らしく活躍する本城小学校」 
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秋の深まりとともに、保護者や地域の皆様方とのつながりを感じる機会が

たくさんあり、その中で子どもたちは、豊かな学びができています。 

10月 2８日は、５、6年生が「味覚の授業」（味覚の 5味を感じるなど） 

を実施しました。10月 31日の参観日に学校保健委員会を開催し、保護者

の皆様に栄養のバランスを考えた防災食づくりに挑戦していただきました。 

11月に入ってからも、11月 3日は市秋祭りパレードで「千野棒踊り」

保存会の皆さんと一緒に 5、6年生が踊りを披露しました。11月 5日には

校外学習を計画し、串間市漁業協同組合のご支援のもと、全児童で魚のさば

き方の実習を行いました。11 月 11 日は、市の陸上記録会（5、6 年生が

参加）、11 月 14 日は市の音楽大会（３、4 年生が参加）と市の他の学校

の児童と交流を図る機会がありました。11月 12日には、串間市消防署の

方を招いて、火災を想定した避難訓練を実施しました。さらに、11 月 20

日のクラブ活動では、グラウンドゴルフを通して４～6年生と地域の皆様と

交流をする予定となっています。11月 29日には、参観日で持久走記録会

ともちつきを計画しています。 

これらの体験は、子どもたちが、多様な他者と交流したり、地域の歴史や

文化などに触れたりして、学びを実生活に結びつける貴重な体験となりま

す。教科書だけでは得られない「生きた学び」であり、子どもたちの心に深

く刻まれるものです。地域の方々などとの関わりを通して、学ぶことの意味

を実感し、学びを広げていくことが、これからの時代に必要な力につながり

ます。学校と家庭、そして地域が一体となり、子どもたちの成長を支えてい

きたいと思います。寒さが増していますが、体調管理にご留意いただき、今

後とも子どもたちへの支援や本校の教育活動へのご協力をお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

頭の体操       前回の答え 

 

 

 

子どもたちの様子あれこれ 

１１月のお誕生日おめでとう！ （担任の先生によいところを聞きました） 

１１月 ８日 河野 湧士（かわの ゆうし）さん 
やさしくて、学級のみんなを明るくしてくれます。作文が上手です！ 
１１月２１日 山﨑 蒼仁（やまさき あおと）さん 
返事やあいさつがよく、本をたくさん読んでいます。絵が上手です！ 
１１月２９日 谷川 茉侑（たにがわ まゆ）さん 
かけ算をがんばっています。そうじを一生懸命に取り組み、教室をぴかぴかにしてくれます！ 
 

 
子どもたちの
様子や写真が
掲載されてい
るので、ぜひ、
チェックして
ください。 
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今
日
、
か
ぞ
く
で
花
火
大
会
に
行
き
ま
し
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。 会

場
に
つ
い
た
ら
、
車
が
多
す
ぎ
て
、
と

め
る
と
こ
ろ
を
や
っ
と
見
つ
け
ま
し
た
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九
月
十
八
日
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木
曜
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に
は
じ
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た
い
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が
あ
り
ま
し
た
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と
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を
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新
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に
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さ
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し
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。
第
４
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回
神
戸
雄
一
詩
碑

祭
で
野
崎
陵
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さ
ん
が
詩
の
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で
、
永
野
結
麻
さ
ん
が
短
歌
の
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で
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

宮崎日日新聞 

９月 17日掲載 

宮崎日日新聞 

10 月３日掲載 

宮崎日日新聞 

10 月３日掲載 

３L のますと５L のます
があります。この 2 つの
ますを使って、4L にす
るにはどうすればよいで
しょう。 

 


